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ごあいさつ

東北大学法科大学院へようこそ

法科大学院長　中原　茂樹

法律学は、多様な人々が共に生き、幸せに暮らしていけるために、人類が生み出し

てきた「知恵」の結晶です。法曹をめぐる環境は激しく変化していますが、法律を使

う専門職が社会にとって必要不可欠であることに変わりはなく、そのような仕事に興

味とやりがいを感じる人々にとっては、今後も魅力的な職業であり続けるでしょう。そ

して、東北大学法科大学院は、そのような「知恵」がぎっしり詰まった「宝庫」です。

法律学に興味を持ち、法曹を志す皆さんは、ぜひ、この宝庫を活用して、先人たちが生み出し、蓄積してきた「知恵」

を、自分のものにしてください。

東北大学法科大学院では、より多くの皆さんに本学で学んでいただけるよう、さまざまな改革に取り組んでいま

す。従来、秋のみに実施していた入学試験を夏にも実施し、本学にチャレンジしていただける機会を増やすとともに、

同一年度に本学に再チャレンジされる方については、2回目以降の検定料納付を不要としました。また、入学試験

の上位合格者については、入学料および初年度授業料に相当する額の奨学金を給付することとしました。さらに、

学部3年次生特別選抜（既修）を導入し、学部入学から最短5年間で法科大学院を修了できる道筋を示すとともに、

東北大学法学部に設置される法曹志望コースとも連携を図っていきます。他方、法学未修者については、多様な

知識・経験を有する皆さんに法曹を目指していただけるよう、社会人・他学部卒業者特別選抜（未修）を導入すると

ともに、長期履修制度の活用により、1年間の授業内容を（１年分の授業料で）2年間じっくり時間をかけて計画的

に学ぶことも可能としました。これらの取組みによって、法曹になるまでの経済的・時間的負担を可能な限り和らげ

るとともに、多様な選択肢を用意し、より多くの皆さんに法曹を目指していただきたいと考えています。

研究者教員と実務家教員が協力し、徹底した少人数教育によって、私たちは、全力で皆さんを応援していきます。

一緒に頑張りましょう。
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教育の理念と方法

「優れた法曹」の養成

アドミッション・ポリシー

東北大学法科大学院における教育の特徴

社会の中で、法曹は、多様な役割を果たすことが期待されています。一口に法曹といっても、裁判官・検察官・弁護士はそれぞれに異なる責
務を担っています。また、同じ職種でも、専門分野によって職務の内容は大きく異なります。
東北大学法科大学院では、どのような職種や専門分野においても、次に掲げる6つの資質と能力が、人々から信頼される法曹として社会で
活躍するための基盤となると考え、すべての授業科目を通じて、これらの資質と能力を備えた「優れた法曹」を養成することを目指します。

東北大学法科大学院は、豊かな人間性や感受性、幅広い教養と専門的知識、柔軟な思考力、説得・交渉の能力などの基本的資質に加えて、
社会や人間関係に対する洞察力、国際的視野を持つ者で、将来の司法の担い手としての法曹（裁判官・検察官・弁護士）に必要とされる法的
思考に対する適性と、正義と公正についての基本的な考え方を有する者を学生として受け入れます。
社会人・他学部卒業者特別選抜（未修）は、社会人としての経験又は法学以外の優れた知見を備えた者のうち、上記のような資質などを有す

る者を学生として受け入れます。
学部3年次生特別選抜（既修）は、優れた成績を収めた学部3年次生のうち、上記のような資質などを有する者を学生として受け入れます。

　「優れた法曹」として、多様な法的問題に的確かつ創造的に
対処するためには、法の理論についての深い理解が必要です。
第1年次基本科目、第2年次基本科目、基幹科目（第2年次）、
応用基幹科目（第3年次）と、基本7法を繰り返しかつ段階的に
学ぶカリキュラムにより、理論的基礎を確実に定着させるとともに、
事例分析能力や法解釈能力を向上させることを目指します。

理論的基礎の体得のための
段階的教育

　主として実務家教員が担当する実務基礎科目や、研究者教員
と実務家教員が連携して担当する基幹科目などを通じて、判例を
はじめとする、実務で運用されているさまざまなルールについて学
ぶとともに、ルールの背後にある理論について深い理解を得るこ
とを目指します。実務を理論と関連付けて理解することによって、
将来、実務の運用に主体的かつ創造的にかかわるための能力を
養います。

理論と架橋した法曹実務教育

　多彩な研究者教員を擁していることを活かして、先端的・学際的・
現代的・国際的な分野について充実した選択科目（基礎法・隣接
科目、展開・先端科目）を提供します。このような科目の履修によ
り、視野を広げ、将来、専門的な分野で活躍するための基礎を作
り上げることができます。

先端的・学際的・現代的・国際的な
科目の充実

　特に必修科目について、少人数クラスを編成し、徹底した双方
向教育を行います。教員が投げかける質問に対し、学生が答え、
その答えをもとにさらに質疑を重ねるというソクラティック・メソッド（対
話型双方向授業）により、理解の不十分な点を自覚させ、実際の
事案解決において「使える」知識へと高めるとともに、他者とのコ
ミュニケーション能力を向上させることを目指します。

少人数クラスによる徹底した
双方向教育

（1） 現行法体系全体の構造を正確に理解している。
（2） 冷静な頭脳と温かい心をもって社会を観察し、そこに問題を発見することができる。
（3） 具体的な問題について広い視野から多様な視点を設定して考察することができる。
（4） 緻密で的確な論理展開をすることができる。
（5） 他者とコミュニケーションをするための高い能力（理解力・表現力・説得力）をもつ。
（6） 知的なエリートとしての誇りをもち、それに伴う責務を自覚している。

Ⅰ

Ⅲ Ⅳ

Ⅱ
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今津　綾子
准教授

民事訴訟法

教 員 一 覧 各教員の詳しいプロフィールは、本法科大学院ウェ
ブサイトの教員紹介をご覧ください。また、兼任教員（非
常勤講師）に関しても、そちらをご覧ください。

刑事法

成瀬　幸典
教　授

刑　法

井上　和治
准教授

刑事訴訟法

大谷　祐毅
准教授

刑事訴訟法

公　法

飯島　淳子
教　授

行政法

その他実定法

民事法

久保野恵美子
教　授

民　法

坂田　宏
教　授

民事訴訟法

水野　紀子
教　授

民　法

森田　果
教　授

商　法

吉原　和志
教　授

商　法

渡辺　達徳
教　授

民　法

阿部　裕介
准教授

民　法

石綿　はる美
准教授

民　法

中原　茂樹
教　授
（法科大学院長）

行政法

中林　暁生
教　授

憲　法

糠塚　康江
教　授

憲　法

北島　周作
教　授

行政法

佐々木　弘通
教　授

憲　法

滝澤　紗矢子
准教授

経済法

蘆立　順美
教　授

知的財産法

嵩　さやか
教　授

社会保障法

桑村　裕美子
准教授

労働法

温　笑侗
准教授

商　法

得津　晶
准教授

商　法

中原　太郎
准教授

民　法

坂下　陽輔
准教授

刑　法

宇野　瑛人
准教授

民事訴訟法
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実務家教員

官澤　里美
教　授

弁護士

武内　弘樹
教　授

検察官
（派遣検察官教員）

小宮　慎司
教　授

特許庁審査官

本條　裕
教　授

裁判官
（派遣裁判官教員）

佐藤　裕一
教　授

弁護士

石井　彦壽
客員教授

元裁判官

信濃　孝一
教　授

元裁判官

基礎法

大内　孝
教　授

西洋法制史

樺島　博志
教　授
（法学研究科長）

法理学

坂本　忠久
教　授

日本法制史

芹澤　英明
教　授

英米法

「冷静な頭脳と温かい心」をもった法律家　
佐藤　裕一　教授

「冷静な頭脳と温かい心」、この経済学者アルフレッド・マーシャルの言葉は法律家に
とっても必要とされる資質です。冷静な頭脳については言うまでもなく、法律家の基礎
的なツールとして、法律の解釈・判例の分析・事実認定などの際に発揮されます。一方
で法律家は人を相手にする職業であり、依頼者や関係者の話に耳を傾けて、理解し、
共感し、自分に何ができるのかを問い続けるという温かい心が求められます。そして、
これらの資質と同じように重要なのが「タフな身体と精神」です。私たちの仕事の対象
は基本的にトラブルであり、その渦中に身を置いてシビアで粘り強い交渉・法的対応を
行うことができるタフな身体と精神が必須なのです。東日本大震災の直後は、まさに多

種多様な法的トラブルの坩堝という状況であり、法律家に上記のような資質が如何に重要なのかをあらためて思い知らされました。
東北大学法科大学院には、私のような実務家の専任教員が7名在籍しています。私は「ローヤリング」、「民事法発展演習」および「エ

クスターンシップ」という科目を担当しており、いずれも「これまでに学んできた実体法や訴訟法の法的知識を現実の紛争解決の場にお
いてどのように活かしていくのか」という観点から学生と活発に議論を行い、一緒に学んでい
ます。研究者教員は実務を意識しつつ、実務家教員は理論を前提とした教育をそれぞれの
立場から行っており、まさに「理論と実務の架橋」のための授業が実践されているのです。
2010年に新築されたエクステンション教育研究棟は、ＪＲ仙台駅から徒歩15分の片平キャ

ンパス内にあります。片平という街は、裁判所、検察庁、弁護士会および多くの法律事務所
が存在するエリアであり、法律家で溢れた場所です。裁判傍聴や庁舎・事務所訪問などを
通して、上記の資質を兼ね備えた優れた法律家と出会い、自分が将来どのような法律家にな
りたいのかを常に意識しながら勉強して欲しいと願っています。

「ローヤリング」の授業の1コマ
（民事再生申立の債権者説明会の模擬演習）

西本　健太郎
准教授

国際法

金谷　吉成
講　師

法情報学
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法科大学院では、法学未修者（十分な法学の知識を有していない者）は3年間の課程を、法学既修者（十分な法学の
知識を有していると認められる者）は、第1年次の履修が免除されて、2年間の課程を履修することが、それぞれ修了の要件
とされています。入学から修了に至るまでのプロセスは、次のようなものとなります。

※表中のカリキュラムに関する情報は2018年度入学者のカリキュラムによっています。今後変更される可能性がありますので、ご注意ください。
※本法科大学院では、夜間や土日のみ通って修了できる制度は設けていません。

入学前指導
入学予定者に対して、入学後の学修に円滑に取り組めるよう、法学未修者・法学既修者それぞれについて、入門講義の配信、授業参観、入
学前オリエンテーションなどの入学前指導を行います（→詳しくは11ページ）。

入学後のカリキュラム
法学未修者は第1年次から、法学既修者は第2年次から、それぞれ法科大学院での学修をスタートさせます。それぞれの授業のために、十分な予習・
復習を行うことが必要です。また、法曹として必要な素養を有する者を社会に輩出する教育機関としての責任を果たすため、法科大学院における
成績評価は厳格に行われます。
第1年次・第2年次は、履修科目のほとんどが必修科目であり、法曹として最低限必要な能力・知識を身に付けることが求められます。それに対し、
第3年次では、履修科目の選択肢が広がり、各自、将来どのような法曹として活躍したいのかなどを考えた科目選択をすることになります。

❖第1年次（L1）

第1年次基本科目  ［ 必修 計28単位 ］

第1年次生（法学未修者）を対象とする必修科目です。基本7法のうちの6法（憲法、民法、
刑法、商法、民事訴訟法、刑事訴訟法）について、基礎的な知識を修得します。第2年次以降、
法学既修者と合流し、さまざまな科目を履修するにあたって必要となる基本・骨格の部分を、徹
底的に身に付けることを目的としています。

憲法／民法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ／刑法／商法／民事訴訟法／刑事訴訟法

学修支援科目  ［ 第1年次生対象 各1単位 ］

法学未修者が第1年次基本科目の学修に円滑に取り組めるよう、第1年次の前期に開講さ
れる科目です。法令・判例の読み方や法解釈の方法などについて学ぶ「法学の基礎」と、具
体的な法分野に即して裁判手続や法的な考え方などを学ぶ「法律基礎演習」を通じて、法学
に関する基礎的な知識を修得します。多くの学生は、あわせて、法情報の収集・調査・分析の
方法を学ぶ「リーガル・リサーチ」（実務基礎科目）も履修しています。

法学の基礎／法律基礎演習

教育のプロセス

入
学
試
験

入
学
前
指
導

⃝第１年次基本科目
⃝学修支援科目

L1 L2 L3
⃝第2年次基本科目
⃝基幹科目

＋
実務基礎科目、
基礎法・隣接科目、
展開・先端科目から
6単位まで履修可
（第3年次対象科目を除く）

⃝応用基幹科目
⃝実務基礎科目
⃝基礎法・隣接科目
⃝展開・先端科目

司
法
試
験

法
科
大
学
院
修
了

＝
法
務
博
士（
専
門
職
）

＋
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展開・先端科目
 ［ 各2単位 16単位以上選択 ］

先端的・学際的・現代的・国際的分野を対象として開講され
る科目です。これらの科目を、自らの関心に応じて自由に選択
し履修することによって、さまざまな分野における法のダイナミ
ズムを実感するとともに、将来法曹として活躍するために必要な、
広い視野と専門性を養うことができます。

司法試験選択科目対応科目
環境法Ⅰ・Ⅱ／租税法基礎／実務租税法／経済法Ⅰ・Ⅱ／倒産法／
応用倒産法／実務労働法Ⅰ・Ⅱ／知的財産法Ⅰ・Ⅱ／知的財産法発
展／国際法発展／国際法発展演習／実務国際私法Ⅰ・Ⅱ

その他の科目
医事法／金融商品取引法／金融法／企業法務演習／民事執行・
保全法／社会保障法／実務知的財産法／少年法・刑事政策／ト
ランスナショナル情報法／地方自治法／ジェンダーと法演習／
子どもと法演習／リサーチペーパー（第3年次生対象）

実務基礎科目
 ［ 必修 計10単位 選択必修4単位以上 ］

主に、豊富な実務経験を有する実務家教員が担当する科目
です。実例ないし事例を素材として、これまでに身に付けた法的
素養を実務においてどのように発揮するかという、より実践的な
側面を意識しながら、法律問題の解決に必要とされる能力と技
能を高め、将来的な仕事への関心を育むことを目的としています。

必修科目（計10単位）
法曹倫理／民事要件事実基礎／民事・行政裁判演習（第3年次
生対象）／刑事裁判演習（第3年次生対象）

選択必修科目（各2単位）
リーガル・クリニック／ローヤリング／エクスターンシップ／模擬
裁判（第3年次生対象）

選択科目（各2単位）
リーガル・リサーチ（第1・2年次生対象）／民事法発展演習／刑
事実務基礎演習／刑事実務演習

応用基幹科目
 ［ 第3年次生対象 各2単位 6単位まで ］

基本7法に関し、第3年次生を対象にして開講される選択科
目です。第2年次までに修得した理論的基礎を確実に定着さ
せ、事案分析能力、論理的思考力、法解釈能力などを向上さ
せるとともに、応用的・発展的な理論上・実務上の問題に取り
組む能力を養うことを目的としています。

応用憲法／応用行政法／応用民法／応用刑法／応用商法／応
用民事訴訟法／応用刑事訴訟法

基礎法・隣接科目
 ［ 各2単位 4単位以上選択 ］

法と哲学、法と歴史学、法と社会学、法と経済学、法と政治
学といった、隣接学問領域との関係において法の持つ意義を
学ぶための科目です。これらの科目を履修し、法の基層部分を
改めて考えることにより、視野を広げ、法学全体を体系的に理
解するためのさまざまなアプローチを知ることができます。

日本法曹史演習／西洋法曹史／実務法理学Ⅰ・Ⅱ／実務外国法／
現代アメリカの法と社会／法と経済学／外国法文献研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

基幹科目  ［ 必修 計28単位 ］

第2年次生を対象とする必修科目です。事例演習や判例分析を中心として、
第1年次または法学部で修得した基本的知識を具体的な法的紛争の文脈で
実践し、裁判実務などにおける適用のあり方を立体的・複合的に学ぶことを目
的としています。研究者教員および実務家教員が連携して担当し、理論と実
務の双方の観点から、実体法と手続法を総合的に学びます。

基幹憲法／基幹行政法／基幹民法／基幹刑法／基幹商法／基幹民事訴訟法／
基幹刑事訴訟法

❖第2・3年次（L2・3）

第2年次基本科目  ［ 必修 計2単位 ］

第2年次生を対象とする必修科目です。基本7法のうちの行政法について、第2年次後期以
降の科目の履修に必要な基礎的な知識を修得することを目的としています。

行政法
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東北大学法科大学院の授業は、経験と実績を積み重ねた一流の教員によって担われています。研究者教員・実務家
教員からそれぞれ1名ずつ、メッセージをいただきました。

教員からのメッセージ

「どうして」を考える授業
東北大学法科大学院では、理論的、実務的、応用・先端的な豊富な科目で構成されるカリキュラ
ムを用意しています。
私の担当する民法の分野を例に挙げると、第1年次の「民法Ⅰ～Ⅳ」で、条文、制度、判例の基礎
的知識を着実に理解し、第2年次の「基幹民法」で、事例問題への当てはめを通じて問題発見能力、
論理的思考力、文章表現力を育み、第3年次の「応用民法」では、それらの知識や能力の定着と発
展を図るという段階的な構造となっています。これらの授業では、条文や判例がどうしてそのように
なっているか、解釈論の対立においてどうして対立が生じているのかを、つきつめて、丁寧に考える
ことを目指しています。条文や判例の基本的な趣旨に立ち返ることは、それらの相互関係を考察す
ることにもつながります。このような思考力は、今までに考えたこともない問題に取り組み、当事者の
利益を実現しようとする法律実務家にとって重要な基盤になるでしょう。
他に、私の担当する授業には、児童相談所で働く修了生弁護士の経験談をうかがうなど、実務と
理論の架橋を意識し、分野横断的な実践的学修をする「子どもと法演習」があります。
学生に、広い問題関心と実務への情熱を抱きつつ、「どうして」に常に立ち返る姿勢で勉学に取

り組んでもらえるよう、一研究者教員として、力を尽くしたいと思っています。

法科大学院で法律を学ぶ際の心構え
法科大学院では、教員から受け身で教えられるのではなく、積極的に自分で修得することを心が
けていただきたいと思います。授業で教えられることをそのまま覚えれば足りるものではありません。
なぜなら、法律実務家は、社会において生起するさまざまな紛争を実生活の中で法的に解決する
役割を担っているからです。これらの紛争は他種多様であり、また既存の知識だけではまかなえな
いものもあり、柔軟な思考に基づく事案に応じた解決が求められるものが少なくありません。
東北大学法科大学院のカリキュラムは、「法曹倫理」、「民事要件事実基礎」、「民事・行政裁判演
習」、「刑事裁判演習」、「リーガル・クリニック」、「ローヤリング」、「エクスターンシップ」、「模擬裁判」
その他の実務科目を手厚く配置しています。これは、以上のような法律実務に対する基礎的な能力
の獲得を主眼とするものです。
その一例として、「民事・行政裁判演習」を紹介します。この科目は、民事・行政裁判において、当
事者の代理人として最低限修得しておくべき能力を身に付けることを目的とします。このため、毎回、
授業に先立って、具体的な紛争事例を素材として、主張立証活動や紛争の法的解決方法に関する
課題を提示し、受講生には積極的に予習に取り組んでもらいます。この課題を解くには、民法に限
られないさまざまな実体法についての検討と民事訴訟法、民事保全法、民事執行法その他の手続
法を駆使しての紛争解決方法の探求が必要となります。授業は、講義ばかりでなく、予習課題に基
づき、学生との応答、学生間での議論を適宜取り入れて進めています。これによって、予習における
自らの見解の妥当性の検証ができ、その積み重ねの中で、紛争解決能力の涵養が推進されます。
我々は、自ら学び取って紛争解決能力を高めようとする意欲ある学生を待っています。このような
学生にとって、東北大学法科大学院は、間違いなく期待どおりの教育を受けることができる場とな
るでしょう。

研究者教員

実務家教員

久保野　恵美子
教授

信濃　孝一
教授
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授業紹介

　条文と判例は法律学修の基本中の基本でありながら、未修者にとっては読みにくく抵抗感があり、ともすれば学
修の最初の一歩からつまずく原因ともなります。本講義では、そのような条文、判例の基礎事項についての概説・
演習を通し、各科目の学修を滞りなく行うための下地を作って頂きました。授業では、①条文構造や、法文独特の
法令用語についての解説、②判例の検索の仕方、判決文の読み方やその射程の理解といった判例学修の基本的
なノウハウ、③法的三段論法や各種解釈手法を、実際の条文や判例を素材として、学生への発問を交えながら、
かみ砕いて説明くださるので、当初有していた条文・判決文への苦手意識や抵抗感が和らいでいくのを実感でき
ます。未修者が入学当初に複雑な条文や判決文を扱うのは困難さも伴いますが、本格的な法律学修を始める時
期だからこそ、条文・判例を使いこなすための知識や技術の基本を修得することは、その後の学修効率を高めるた
めに価値のあることだと思います。ぜひ本講義を履修し、条文と判例を味方につけていただきたいと思います。

から講受 生

　講義自体は、事前に与えられた課題を基に教員と学生との間で質疑応答が行われることで進行していきま
す。事前課題は、刑事訴訟法上の論点に関する学説と最高裁判例の考え方を理解させ、かつ、それを具体的
な事案に当てはめるとどのような結論になるか、ということを複数の設問を通して検討させるものです。基礎
知識の修得や最高裁判例の規範の理解で終わることなく、具体的な事例に即してそれらを当てはめるとどの
ような結論が導かれるかについても考えるので、より実践的に学修することが出来たと思います。事前課題
を文献で調べ、不明な点を同期の仲間と話し合いそれでも理解できなかった部分を講義で解消するという流
れを踏みながら、能動的に学ぶことで、短期間でありながら充実した学修をすることができました。１５回とい
う限られた講義の時間内でＬ１の段階で押さえるべき必須の基礎知識や各論点に関する学説と判例の考え方
を、効率よくかつ深く理解することを可能にする講義形式・内容だったと思います。

から講受 生

　第１年次の「刑事訴訟法」（法学未修者が対象）は、刑事訴訟法に関する基本的な知識の修得を目
指すものであり、第２年次の「基幹刑事訴訟法」、第３年次の「刑事裁判演習」と段階的に進展する
刑事訴訟法分野のカリキュラムの基礎をなします。法科大学院用に作成した独自の教材を用いて、教員による講義と学生との質疑応答を組み合わ
せた授業を行っています。一般的な法学部で行われている刑事訴訟法の授業と実質的に同じ内容を約半分の時間（２単位・全１５回）で扱うため、予習・
復習の負担は相当に重く感じられるようです。
　刑事訴訟法に関しては、判例の学修が決定的に重要です。法科大学院では、司法試験合格が直近の目標となりますが、司法試験の論文式試験
の事例問題も、判例の事案をアレンジして作題されているものが大半です。このため、授業でも、学説ではなく、判例の分析・検討に重点を置いていま
す。判例を深く理解するためには、判例が展開する法律論（判例法理）について抽象的に議論するよりも、事案の内容（事実関係）を丁寧に確認する
作業のほうがはるかに重要です。授業を通じて、このことを実感していただければ幸いです。

井上　和治 准教授から教 員

刑事訴訟法第１年次基本科目

から教 員
　「法学の基礎」は、未修者が第１年次基本科目の学修を円滑に行うために設けられた学修支援科目です。
　まずは、制定法の構造・読み方や法的思考の特徴について扱います。法律に特徴的な言葉遣いに慣れ、
条文の意味を精確に読み取り、要件・効果の構造を把握できるようにすることは、法律の勉強の基本となります。また、法的三段論法などを通じてどのよう
に法律の条文を事案に適用して結論を出すのか、法的思考の基本枠組みを学びます。
　次に、解釈を扱います。法律の条文自体は読めるようになっても、規定の文言の意味が曖昧だったり、複数の読み方が可能だったりすると、解釈という
作業が必要になります。判決でよく用いられる基本的な解釈の種類を、実例に即して学びます。
　最後に、判例を扱います。前提として、裁判システムや裁判所の種類、判決の種類やその記載事項の読み方、最高裁判所判決の特徴などを扱ってから、
判例と傍論、判例変更そしてその意味を、実例を用いて勉強します。
　法律の学修上あまり説明なく使われることの多い基礎的事項を、できるだけ具体的素材に沢山触れながら、年度始めの早い段階で、わかりやすく身に
つけられるように心がけています。

法学の基礎学修支援科目

滝澤　紗矢子 准教授

小野寺宏行さん

遠藤 聖華さん

主要科目の骨格を学ぼう！

基本のスキルを身に付けよう！
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　エクスターンシップは５日間にわたり実際の弁護士業務を間近で体験できる貴重な機会です。私も訪問先の事務所
で依頼者の方の話し合いに同席させていただいたり、裁判所の弁論準備手続に同行させていただいたりと、さまざま
な経験をさせていただきました。普段の学修ではイメージしにくかった訴訟手続が実際にはどのように運用されている
のか、実体法の知識が事件解決にどのように活きるのかを目の当たりにし、今学修していることの一つ一つに意味が
あるということを再認識して、普段の学修に自信が持てるようになりました。
　また、実際のお仕事を拝見し、弁護士という職業のやりがいや苦労がどのようなものかを実感することができました。
自分はどのような法曹になるべきか、試験合格の先を見すえて考える良い機会となりました。
　本学のエクスターンシップは、東京の事務所に加え、多くが仙台の事務所である点に特徴があり、仙台の事務所の
雰囲気や特色を知るという意味でも、大変貴重な経験ができると思います。

基幹民事訴訟法の講義は、坂田先生のレジュメで基本概念などを講義の冒頭で確認した後、「ロースクール民
事訴訟法」の設問に沿って進行します。この教材の設問は応用問題や、複雑な事例が多く、今まで気づかなかっ
たような問題点に気付け、複雑な問題の考え方などを身につけることができます。また、設問に対して講義中に
坂田先生が解説を加えたり、坂田先生の見解を述べられたりします。私は民事訴訟法に対して特に苦手意識を
抱いており、講義を聴いても理解が進みませんでした。しかし、予習の方法として、不明点を授業で補填するの
ではなく、時間をかけてでも考え方を完成させて講義に臨むようにした結果、坂田先生の解説や見解が理解でき、
判例の考え方や問題意識に対して多角的な視点を持てるようになりました。苦手だからこそ、受け身ではなく自
分なりの理解を固めた状態で講義に臨むことが大切なのだと思います。特に、3、4回ほどあった複雑当事者訴
訟についての講義は、理解が難しい分野であることも相まって、講義を通じて理解が進んだことが印象的でした。

から講受 生

　未修者であれば１年次基本科目の「民事訴訟法」、既修者であれば法学部で提供された「民事訴
訟法」などで民事訴訟法の基礎理論について学んでこられたみなさんのために、基礎理論が実際の訴
訟においてどのように用いられるかを、前期・後期の通年４単位で学修していただく授業です。教科書は、ケースブック（『ロースクール民事訴訟法』）を
用います。本来、基礎理論を生み出し、発展・展開させるのは、多くは実務的必要に応じた判例・裁判例で、架空の設例ではありますが、教科書の設
例ごとに用いられる理論展開を追いながら、民事訴訟法を学んでゆく授業とできれば幸いです。双方向・多方向の授業（ソクラティック・メソッド）となりま
すので、予習・復習に時間をかけていただきたいと思っています。
　民法や商法といった民事実体法の授業と異なり、訴えの提起により裁判所が訴訟事件を付託され、審理・判決に至る過程における手続的諸問題
を扱う科目ですので、面食らう方もいらっしゃるとは思いますが、裁判のために必要な資料をいかに裁判所に提出するかという問題意識を醸成し、中立・
公平な手続保障を体感する場として、修得してください。

坂田　宏 教授から教 員

基幹民事訴訟法基幹科目

から講受 生

　裁判の傍聴を行ったことがある人は多いでしょう。でも、弁護士が相談者の悩みを解決する場面、裁
判に備えての依頼者との打合せの現場、裁判官とざっくばらんに争点整理する弁論準備手続に同席
したことがある人はいませんよね。エクスターンシップは、仙台や東京の法律事務所で１週間の実習を行い、弁護士に密着して実際の業務を可能な
限り体験するプログラムです。
　受講生の多くは、弁護士の打合せ、電話、調査、起案などでの忙しさに驚きます。そして、紛争解決に向けての依頼者や裁判官・検察官などとのや
りとり、解決したときの依頼者の笑顔から、法曹のやりがいと幅広い分野の勉強の必要性を体感し、法曹への意欲と向学心をアップさせて実際に法
曹に羽ばたいていっています。
　東北大学法科大学院では、希望者全員がエクスターンシップを受講できるように、多数の実習先を確保しています。他法科大学院出身の弁護士は、
受講生を同行した私と裁判所で主張を戦わせた後、このようなプログラムを全員が受講できることをうらやましがっていました。
　さあ、法律事務所で働いたことがある人以外は、ぜひエクスターンシップを受講・体験して下さい。その時間を無駄にはさせません！

官澤　里美 教授から教 員

エクスターンシップ実務基礎科目

駒形 崇さん

秋保 春菜さん

具体的事例で実践しよう！

法律実務を体感しよう！
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　私は、エクスターンシップで訪問した法律事務所の先生が、生活保護についての仕事をしていたことから、そ
れをきっかけに生活保護法の勉強ができるこの科目を受講することにしました。
　社会保障法では、生活保護、医療保険、公的年金などの社会保障制度に関する法律について、その制度の
仕組みや関連する判例の勉強をします。私達は、けがや病気をすれば健康保険を使って病院を利用しますし、
年をとって仕事ができなくなれば年金を受給することになります。どうしても生活に困窮したときは、生活保護を
利用するかもしれません。このように、社会保障制度は、私達の実生活にとって非常に身近なものですが、これ
らの制度について独学で理解するのは、なかなか難しいものです。
　授業では、先生が板書やレジュメを用いて丁寧な解説をしてくださるので、これらの制度の仕組みを整理して
理解することができます。また、これらの法律には行政法の考え方が適用されるので、法制度や判例の勉強は
そのまま行政法の勉強にも役立ちます。

から講受 生

　「実務法理学Ⅰ」では、講義の始めに提示される事例問題に対する起案・先生との質疑応答を通じて、基本
権（人権）に関するいわゆる三段階審査論を学びます。この講義によって、基本権侵害の問題について、行政
訴訟・民事訴訟・刑事訴訟といった各訴訟類型の中で具体的にどのような法律構成をとって論ずればよいのか
を知ることができました。この講義と同時期に開講された基幹憲法においても、事例問題を処理する際に、こ
こで学んだ思考方法が役立ちました。また、質疑応答では、法律要件への当てはめや結論を出すにあたって
必ず理由を説明することが求められたため、自身の起案や他の学生の受け答えを聞くことを通じて、普段から
事実に評価を加えて答案を作成しようとする癖がつけられたように思います。さらに、この講義では、法適用
の順序・判例の使い方などのような法律学に共通する事例検討の方法論を数多く教えていただけたので、他
の科目の事例問題を解くうえでも大変勉強になりました。

から講受 生

　「実務法理学Ｉ」は、法律学方法論入門の講義です。学修目標は、法的事案について、法的三段論
法の形式で審査文書を起案するための、法的審査技術を修得することにあります。講義で扱う具体的
な事案は、基本的人権にかかわる裁判例を中心として設例しています。法的審査技術として重要なことは、原則＝権利義務関係の発生、例外＝権
利義務関係の障碍、という原則・例外モデルです。それゆえ、たとえば刑事事件における防禦権審査では、犯罪成立の審査が原則側にきて、基本権
審査は通例は正当行為などの抗弁側に位置することになります。行政事件においても同様に、公定力を備えた行政行為による権利義務関係の発
生が原則側にきて、基本権審査は取消事由として例外側に位置します。ところが、抗告訴訟では、行政行為の取消しが請求の内容となるために、訴
訟手続においては、基本権侵害などの取消事由の審査を、法律構成の始めに置かなければなりません。このように、法科大学院における法律学方
法論では、単に、法的三段論法と原則・例外モデルを用いた法的分析だけではなくて、訴訟手続を念頭に置いて、適切な法律構成を組み立てること
が求められています。

樺島　博志 教授から教 員

実務法理学Ⅰ基礎法・隣接科目

から教 員
　社会保障法は、人々の生活を支えるという重要な機能を持ち、将来学生の皆さんが法曹になった際
にもしばしば出会うことになる法分野ですが、他方で、少子高齢化の進展などにより政策的にも多くの
課題を有し、法改正も実に頻繁に行われます。そのような複雑な様相を呈する社会保障法について、本授業では、基本知識として知っておくべき主な
社会保障制度（生活保護、年金、医療、介護、労災、社会福祉など）の概要を、法律の規定にあたりながら講義しています。これによって、社会保障
法についての勘所を養うことを第一の目的としています。
　また、社会保障法には憲法、行政法、民法などと交錯する問題も数多くあります。そのため、本授業では、これらの法分野についての復習ともなるよ
う、分野横断的な法律問題についての検討にも力を入れています。
　授業では、学部で社会保障法を学んでいない初学者も十分理解できるよう、基本的な点からなるべく丁寧な説明を心がけています。社会保障法は
司法試験科目ではないため、ついつい受講をためらってしまうこともあるかと思いますが、一度講義で聞いた知識は将来の実務にきっと役立つと思いま
すので、ぜひ受講して下さい。

社会保障法展開・先端科目

嵩　さやか 教授

毛塚 咲希さん

中村 冬人さん

法の基層を探ろう！

先端分野に挑戦しよう！
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入学前指導
法科大学院での学修は、スタート・ダッシュが肝心です。東北大学法科大学院では、入学後の学修に円滑に取り組めるよう、入学前指導と

して、入学予定者に対し、さまざまな学修機会を提供しています（以下はその例です）。これらを活用することにより、入学までの期間を有意義
に過ごすことができるでしょう。

□	�基本文献の提示：第1年次基本科目・第2年次基本科目・基幹科目の担当教員が、入学までに目を通しておくべき図書などを具
体的に示します。基本3科目（憲法・民法・刑法）については、簡潔な課題も付されます。

□	�修了生弁護士による講演：勉強の仕方・注意点や弁護士の仕事についての講演を、ISTU（東北大学インターネットスクール）
を通じて配信します。

□	�入門講義：基本7法（法学既修者：行政法、法学未修者：その他6法）の担当教員による入門講義（各30分程度）を、ISTUを通
じて配信します。

□	�授業参観：基本7法の授業を実際に聴講することができます（事前申込制）。
□	�入学前オリエンテーション：法学未修者・法学既修者のそれぞれの在学生から授業、勉強の仕方、生活などについて話を聞く
機会が設けられるとともに、施設見学や個別相談、担当教員によるプレ講義などが行われます。

履修指導
毎年度の始めに総合履修指導を実施し、年次ごとに、効果的な段階的履修が可能となるよう、履修すべき科目、履修登録、試験、成績、
進級・修了要件、オフィス・アワー制度などに関する説明を行っています。
さらに、希望者に対しては、個別履修相談として、履修に関して教員に個別に相談できる機会も設けています。

学 修 支 援

長期履修制度
東北大学法科大学院では、法学未修者のための学修支援策に力を入れています。第1年次基本科目の学修に円滑に取り組めるよう

にするための「学修支援科目」（→5ページ）がその1つですが、2017年度から、「長期履修制度」がスタートしました。
長期履修制度とは、修得の容易ではない第1年次基本科目を、1年分の学費で、2年間かけて計画的に学ぶことができる制度です（ただし、
夜間や土日に必修科目が開講されるわけではないことに注意してください）。以下のようなモデル・カリキュラムとなります。

長期履修は、入学手続時に願い出て、審査を受けることが必要です。審査の結果、長期履修制度の利用が認められた場合には、通常
の学生への学修支援に加え、履修アドヴァイザー（教員）が配置され、修了生による学修支援を受けることができます。

1年目前期 1年目後期 2年目前期 2年目後期
通常の法学未修者 週6コマ 週8コマ － －

長期履修学生 週4コマ 週3コマ 週2コマ 週5コマ

学生心理相談室
法科大学院での学修は、大変に充実したものである反面、相応のストレスがかかるものでもあります。万が一、気分が重い、やる気が起きな

い、人間関係がうまくいかないなどの問題が生じた場合には、専門のスタッフと話すことによって、気持ちの整理をしたり対処方法を考えるのが
1つの対応策です。
東北大学法科大学院では、以上のような問題に早期に対応することができるように、学生心理相談室を設置し、月2回程度、臨床心理士

がカウンセラーとなって、学業や日常生活の悩みについて、個別に相談に応じています。なお、その際、相談内容が本人の許可なく他に知ら
れることがないよう、万全の態勢がとられています。

モデル・カリキュラム
具体的な科目履修のイメージがつかみやすいように、モデル・カリキュラムを策定しています。未修・既修の別やこれまでの法学の学修状況、
希望進路を踏まえて、ありうる標準的な科目履修例を示すものです。進級・修了認定についても具体例を提示することで、要件をわかりやす
く説明しています。
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充実した経済支援（奨学金）　
■	東北大学法科大学院奨学生制度（給付）

本法科大学院では、「東北大学法科大学院奨学生制度」を設け、入学者や学生の経済的な支援を行っています。

□入学者のうち成績優秀者に入学料相当額および初年度授業料相当額（2017年度実績：108万6千円）を給付します。
一般選抜（前期・後期）第2次選考における総得点の高得点者および特別選抜第2次選考における総得点の高得点者に給付されます。

□第1年次生、第2年次生のうち、各年度末の成績優秀者に奨学金30万円を給付します。
第1年次生については、第1年次基本科目の単位加重総得点の高得点者上位数名に、第2年次生については、第2年次基本科目および基幹
科目の単位加重総得点の高得点者上位数名に給付されます。

■	その他の奨学金制度
□日本学生支援機構（旧日本育英会）奨学金（貸与）

日本学生支援機構奨学金は、国が実施する貸与型の奨学金であり、修了後に返還する義務があります。法科大学院（修士課程相当区分）の
学生に対する奨学金には、第一種奨学金（無利子）、第二種奨学金（有利子）、両方の奨学金の併用貸与があり、本法科大学院においては、これ
までのところ、種類を問わなければ、申請したほぼ全ての学生に奨学金の貸与が認められています。
また、在学中に特に優れた業績をあげた者として、日本学生支援機構が認定した学生は、貸与期間終了後に奨学金の全額または一部の返還が
免除されます。	 （日本学生支援機構：http://www.jasso.go.jp/）

□東北大学元気・前向き奨学金（給付）
東日本大震災で学資負担者が被災した学生向けに、その被害の状況に応じて、「最短修業年限」または「1年間」、返還を必要としない東北大
学独自の奨学金を毎月10万円支給します。

□	�上記以外にも、民間団体や地方公共団体による奨学金があります。2016年度において、本法科大学院の学生が給与および貸
与を受けた実績のある奨学金は以下のとおりです。

オフィス・アワー制度
東北大学法科大学院では、入学後の日常的な学修支援の一環として、2種類のオフィス・アワー制度を設けています。
教員によるオフィス・アワーは、授業や日々 の勉強で生じた疑問についての質問や、勉強方法や進路について教員に相談を行える制度です。
修了生によるオフィス・アワーは、仙台で弁護士などとして活躍している本学の修了生に、さまざまな学修・進路相談を行うことができる制度です。
相談にのる弁護士自身、本法科大学院出身者ですので、より身近な相手として気軽に話を聞くことができます。

赤石　圭裕 さん
弁護士法人杜協同
阿部・佐藤法律事務所
弁護士

池田　絹助 さん
司法修習生

都築　直哉 さん
弁護士法人平松剛法律事
務所仙台事務所
弁護士

太田　響 さん
官澤綜合法律事務所　
弁護士

松原　俊介 さん
東北大学大学院法学研究科
後継者養成コース
（研究者型）

滝浦 のぞみ さん
弁護士法人A．I．ステップ
弁護士

松村　幸亮 さん
瞑想の松法律事務所　
弁護士

奨学金団体名称 種類 月額
公益財団法人　千賀法曹育英会 給与・貸与 給与　3万円／貸与　7万円

あしなが育英会 貸与 8万円

修了生オフィス・アワー担当の先生より

かつて受験生だった立場、これまで多くの学生の学修相談にのってきた立場など
から、学生と一緒に問題点を検討し、解決の方向性を導き出せるように努めております。
相談を担当した学生が司法試験に合格すると、自分のことのように嬉しく思えますね。
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学修環境

東北大学法科大学院では、エクステンション教育研究棟内で授業、自習、資料収集、自主ゼミ（学生どうしの勉強会）の
すべてが完結できるようになっており、また無線LAN環境も完備されています。講義室・演習室のほか、以下の設備があります。

ゼミ室／授業のほか、オフィス・アワー（→12ペー
ジ）や自主ゼミ（勉強会）で使用されます。

法政実務図書室／約3万冊の蔵書があり、法
科大学院での学修のための図書、法律雑誌、
データベースなどが備えられています。土・日（13：
00～17：00）も利用可能です。

自習室／各自に1つの固定席が用意されます
（原則24時間利用可能）。カギ付きのロッカー
も1人に1つ用意されます。

模擬法廷室／主に模擬裁判の授業で使用さ
れます。

コモンルーム／学修の合間の休憩に使用でき、
飲食などもできます。

情報処理コーナー室／パソコン、プリンターお
よびコピー機が設置され、情報の検索やプリン
トアウトなどができます。

仙 台 と い う 街
仙台は、百万都市でありながら、「杜の都」という愛称にも表れているように、豊かな自然に恵まれた街です。「光のページェント」や「ジャズフェ

スティバル」で知られる定禅寺通には約700メートルにわたるケヤキ並木が続き、有名な歌謡曲で唄われた広瀬川は、仙台市のシンボルとして、
秋の風物詩「芋煮会」の定番スポットともなっています。松島や鳴子温泉などの景勝地・行楽地に囲まれていることも、よく知られています。
こうした豊かな自然に恵まれつつも、十分な都市機能を備え、静かで快適な日常生活を送ることができる点が、学修環境としての仙台の最大
の魅力です。本法科大学院はきわめて利便性の高い仙台市中心部にありますが、周辺の家賃はそれほど高くなく、多くの学生は徒歩・自転車圏
内で生活しています（なお、東北大学には学生寮もあります。詳しくは、東北大学ウェブサイトをご覧ください）。また、東北地方というと「寒い」イメー
ジがあるかと思いますが、冬場でも極端に気温が低いことはなく、降雪も少ないため積雪が溶けずに長く残ることはありません。他方、夏場を非常
に快適に過ごせることはいうまでもありません。

札　幌 仙　台 東　京 大　阪 福　岡
1月 −3.6℃ 113.6㎜ 1.6℃ 37.0㎜ 5.2℃ 52.3㎜ 6.0℃ 45.4㎜ 6.6℃ 68.0㎜
2月 −3.1℃ 94.0㎜ 2.0℃ 38.4㎜ 5.7℃ 56.1㎜ 6.3℃ 61.7㎜ 7.4℃ 71.5㎜
7月 20.5℃ 81.0㎜ 22.2℃ 179.4㎜ 25.0℃ 153.5㎜ 27.4℃ 157.0㎜ 27.2℃ 277.9㎜
8月 22.3℃ 123.8㎜ 24.2℃ 166.9㎜ 26.4℃ 168.2㎜ 28.8℃ 90.9㎜ 28.1℃ 172.0㎜

左は気温・右は降水量／気象庁ホーム・ページによる（1981〜2010年の平均値）

仙台は東北帝国大学が創設された時代から研究者や学生を大切にし、学問のための環境を整えることに努め、「学都」と呼ばれてきた街です。
周知のように、2011年には東日本大震災により大きな打撃を受けましたが、現在では、仙台市中心部で日常生活を送る限り、震災の名残を感じ
ることはほとんどありません。もちろん、震災は多くの法律問題を生み、法律家の役割は今なお非常に大きいものといえます。実務法曹の存在意
義とやりがいを肌で感じながら集中的に勉学に打ち込むことで、他にない貴重な経験を得ることができるでしょう。
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東北大学法科大学院は、2004年の発足以来、優秀な修了生を数多く輩出してきま
した。本法科大学院を修了して仙台の弁護士事務所に就職し、その後に出身地に戻っ
て独立・開業を果たした草野友里恵さん（2012年度修了）にお話をうかがいました。

修了生の活躍

くさの法律事務所
弁護士

草野　友里恵さん

パンフレットを読んでくださっている方々に
自己紹介をお願いします。
私は富山県出身ですが、東北大学法学部、東北大学法科大学
院を経て司法試験合格後、仙台にて司法修習を行い、仙台市内
の法律事務所に勤務していました。現在は富山に戻り、独立開業
しています。

弁護士を志したきっかけを教えてください。

中学や高校の頃から憧れていましたが、はっきり志したのは、大学
で法律の勉強をしてからだったと思います。
人は時に、過ちを犯してしまうことがあります。しかし、その場合でも、
何か事情があることが多く、誰か味方になる人が必要だと思うのです。
弁護士であれば、そのような人々の側にも立って力を尽くすことがで
きます。私は、そのような最後の人権の砦になりたいと思ったのです。

東北大学・東北大学法科大
学院に進学したのはなぜで
すか。
東北大学の学風はもちろんです

が、仙台に魅力を感じたからでもあ
ります。仙台は、自然と都会が融
合し、住みやすく素敵な街です。さ
らに東北の人々は温かくて親切な
人柄の方が多く、すぐにこの地が
好きになりました。

先輩方から、東北大学の雰囲気や授業の様子、施設などの様子
を聞き、自然と東北大学を目指しました。

東北大学法科大学院での毎日は
どのようなものでしたか。
法科大学院時代の勉強は、辛かったです。毎日、次の日の授業

の予習に何時間も費やしました。それでも終わりません。
さらに辛いのは、授業中、先生に当てられ、皆の前で解答をしなけ
ればならないことです。しかし、これこそソクラティック・メソッドの実践
であり、一番勉強になったと思います。先生方が、私の拙い解答を
踏まえ、さらにつっこんで問いかけてくれるため、問題意識が深まりますし、

自分の間違いも自分で気づくことができます。当時は恐怖でしたが、
今になってみると、なんて質の高い授業だったのだろうと思います。
授業が終わった後は、先生に質問する人の列ができていましたが、

先生方は最後まで親切に答えてくれていました。

司法試験合格後の仙台での
就職活動はいかがでしたか。
仙台で就職するにあたり、東北

大学出身であることは大きな強みで
した。まず、OB・OGがたくさんいる
ので、情報が容易に、しかも早い段
階で入ってきます。仙台では良い事
務所に恵まれ、いろいろな事件を経
験させて頂きました。

独立・開業された経緯を教えてください。

仙台は大好きな土地でしたが、やはり故郷の役に立ちたいと思い、
独立しました。
開業後は、事件処理はもちろん、事務所の運営なども考えなくて

はなりません。考えることは増えましたが、自分で意思決定できる分、
やりがいも大きいです。

最後に、法科大学院志願者や在学生への
メッセージをお願いします。
今思えば、受験生時代に学んだことは、何ひとつ、無駄にはなっ

ていません。
授業や友人との議論はもちろんですが、時間制限内で論文を書

く試験も、時間に追われて毎日仕事をする現在に活きています。
弁護士の仕事は、とても面白いです。解決して依頼者に満足し

て頂けたときなどは、本当にこの仕
事をしていて良かったと思います。
最近は「弁護士も厳しい時代だ」な
どと言われ、確かにそうかもしれませ
んが、それでもやりがいが勝る仕事
です。
今は勉強やプレッシャーに追われ、

大変な時期かもしれませんが、なん
とか乗り越えてください。
今後、一緒に仕事ができる日を楽

しみにしています。

東北大学法科大学院 14

修了生の活 躍

東北大法科大学院パンフ_五[01-24].indd   14 2018/04/20   9:56



修了生からのメッセージ

私は、2014年３月に東北大学法科大学院を修了し、2016年１月から東京地方裁判所の民事部に
勤務しています。
新任判事補は、赴任してすぐに合議事件（社会的影響力が大きいなど、より慎重な判断を要するな

どの理由から合議体で審理する事件）の主任を任せられることになります。合議では、同じ一票を持つ
裁判官として、ベテランの裁判長や右陪席と対などに議論をする能力が求められます。また、実務に出
るとさまざまな類型の事件があるため、文献や裁判例のリサーチが欠かせません。人の人生を左右し、
社会の在り方を変えてしまう可能性のある判断をする以上、重い責任が課せられますが、その分やりが
いのある仕事だと感じています。
実務に出ると想像以上に時間に余裕がなくなるため、法科大学院を修了するまでに法律家としての
素養を十分培っておくことの重要性を感じます。東北大学法科大学院で過ごした２年間は、ソクラティッ
ク・メソッドに基づいた講義を通して法律家としての思考方法を学び、ゼミを組んだ友人と納得がいくま
で議論をすることで自分の意見を相手に伝える能力を鍛えることができ、とても貴重な時間でした。良
い仲間や熱心に指導をしてくださる先生方と出会えた法科大学院での生活は、とても良い思い出です。

佐々木　康平さん
東京地方裁判所判事補
2013年度修了

私は、以前から、法を使って事件を解決する法曹という職業に興味があり、その中でも、刑事事件の
解決に主体的に関わることのできる検察官になりたいと思っていました。
実際に検察官の仕事に就いて痛感しているのは、検察官の仕事においては、司法試験で問われる

ような法解釈やあてはめの能力はもちろん、「事実認定能力」および「事件を適切に処理する能力」が
非常に重要だということです。単に暴行事件と言っても、証拠関係は事件ごとにさまざまで、被害者の
言うことが常に正しいわけでもなく、あらゆる視点から考え、足りない点があれば補充し、何が事実かを
認定しなければなりません。また、罪が成立すれば自動的に処分が決まるわけではなく、事件の背景、
被害者の心情、被疑者の今後、他の事案との均衡など、さまざまなことを考えて、自分で処分を決定し
なければなりません。
法科大学院では、法解釈やあてはめを中心に教わりますが、振り返って考えると、授業での先生との
質疑応答やそのための予習、友人との議論などの際に、自分の頭でとことん考え、自分なりの結論を出
した経験が、先ほど述べた能力の基礎になっているのだと思います。法科大学院では、このように自分
の頭で考える経験を積むことができ、さらに、大切な仲間を得ることができます。これは、どの道を選ぶに
せよ、あなたの大きな財産になるはずです。

渡邉　かおりさん
鹿児島地方検察庁検事
2013年度修了

2012年度修了の石田龍です。東京銀座で、弁護士として企業法務を主に扱っています。証券会社、
監査法人、新聞社、百貨店などの比較的大きな企業から、中小企業やベンチャーまで多様なクライアン
トに恵まれ、金融レギュレーション、M&A、日常的な労務トラブルや契約法務など、日々楽しく執務して
います。
ビジネスはスピード勝負ですので、企業法務の分野では、これまであまり議論されていなかった新たな
事態が生じやすいと感じています。また、テクノロジーの飛躍的進歩により、既存の世界にある法的情
報はクライアント自身が低コストで調達できるようになってきています。このような時代こそ、制度の暗記
では対応できない場面へ対応すべく、法解釈の技法、判例の読み方、事実の多面的な評価などの総
合力、いわゆる「リーガルマインド」が重要となります。
東北大学法科大学院のクラスでの問答、優秀なクラスメートとの自主的なゼミでの討論、授業終了
後の一流の教授陣との質疑や議論（おこがましいですが）を通じて鍛えられた「リーガルマインド」が今、
仕事にストレートに生きていると実感しています。こんなに恵まれた環境で討論ができることは滅多にあ
りません。在学中の楽しい思い出が今もよみがえります。

石田　龍さん
コモンズ綜合法律事務所
弁護士
2012年度修了
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私は今、東京・霞が関で国家公務員として働いています。
法科大学院を修了し、国家公務員試験と司法試験に合格した中で、人それぞれの生活を作り、守ること

のお手伝いを、制度の面からアプローチできる国家公務員の仕事に魅力を感じ、この世界に進みました。
国家公務員の仕事を一言で申し上げるのは中々難しいですが、あえて言えば、さまざまな方のご意見をうか

がいながら、調整を行い、その成果を法令・予算などの行政のツールに翻訳していく仕事であると考えています。
霞が関では、若いうちから、やりがいのある、裏を返せば責任のある仕事を任されます。厚生労働省では、
法改正や大規模な政令制定を担当しました。現在は、復興庁の「新しい東北」という施策の担当として、予
算要求・事業案の構築からイベントの企画まで、法令以外のツールを駆使し、学生時代に縁のあった東北の、
活力ある地域づくりの支援をさせていただいています。
国家公務員に限らない話かと思いますが、どのような仕事をするにも、逃げずに考え抜くことが求められます。
東北大学法科大学院では、与えられた回答を覚えるだけではなく、自らの力で考え抜くことで、論理的思考能
力と粘り強さを鍛える貴重な機会をいただきました。
皆様も、充実した大学院での生活を過ごし、希望の進路に進むための力と、その先に必要な力を身につけ

られるようお祈りいたします。

伊藤　憲昭さん
復興庁　参事官補佐（総合
政策担当）（厚生労働省よ
り出向）
2008年度修了

私は、法律以外にも社会一般のことを広く知りたいという思いから「企業内弁護士」という選択をしま
した。
企業内弁護士の仕事は、ビジネススキームの法的検討、契約書作成、各種法令に基づく届出・登録、
訴訟対応、渉外業務…と多岐にわたるうえ、扱う法令の範囲も広範です。スピード感が求められる業
務の中で未知の法令を調査する際には、法科大学院で培った法律の基礎力が役立っていると実感し
ます。また、インターネットなどの先進的な分野では、法律が社会の実情に対応できていないことがあり
ます。このような場合、法のあるべき姿を考え、官公庁や業界団体などに働きかけて社会を変えるという「攻
め」の姿勢が求められます。政策的な思考が必要となる場面ですが、ここでは大学院でさまざまな問題
について深く議論をした経験が支えになっています。
企業内弁護士の魅力は、ビジネスを一緒に作り上げていけるところや、全社的なポリシー策定にも関
与できるところだと思います。また、私は「企業内弁護士とは」という型のようなものは未だないと思って
います。会社の内外を問わず、大学院で学んだ知識・経験を活かすことができる分野は、今よりももっと
多くあることを日々感じています。『もともと地上に道はない。』という魯迅先生の言葉がふと思い出される、
そんなところも魅力の一つです。

今野　悠樹さん
ヤフー株式会社
弁護士
2011年度修了

私は、2015年3月に東北大学法科大学院を修了し、現在、企業の法務部で働いております。昨年
のパンフレットに引き続き二度目のメッセージとなります。昨年は、生の事実から法的事実を抽出し法的
見解を示すこと、すなわち、法科大学院で学ぶことができる「リーガルマインド（＝法律を使って物事を適
切に処理する能力）」は企業法務の現場でも活かされていると述べました。
今年は、紙幅の都合上、全てを伝えることは出来ませんが、企業法務の楽しみを紹介したいと思います。
企業法務では、案件について内部から関わっていくことになるので、自身が行ったことを生に実感できま
す。そのため相談案件が解決するときには大きな達成感を得ることもできます。私が、ある国の現地政
府も絡んだ新規事業の立ち上げに参加した際には、非常に大変な側面もありましたが、その分、得られ
た達成感は何ものにも代えがたいものでした。業務やプライベートで法曹三者と話す機会は多々ありま
すが、その人たちと話していると、私には法曹の途よりも企業法務が性に合っているなと感じる日 を々過
ごしています。
近年は弁護士資格の有無にかかわらず企業法務で働く法科大学院出身者が増えてきております。
法科大学院へ進んだ先の途として（法曹資格のない）企業法務もあるということを頭の片隅に置いてい
ただければと思いつつ、結びの言葉とさせていただきます。

髙橋　和己さん
矢崎総業株式会社
法務室国際法務部
2014年度修了
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司法試験合格者座談会

法科大学院入学の動機
司　会	 �本日はお集まりいただきありがとうございます。まず、

皆さんが法科大学院に入学しようと思った経緯につ
いて、教えてください。

古　橋	 �自分はもともと、東京の、
機械装置を扱う商社で
働いていました。その
ときに、契約書の作成、
海外のワーカーの受入
れ手続、機械の輸出許
可の取得といったさまざ
まな場面で弁護士さん
の手伝いをすることが
多かったのですが、むし
ろ自分が弁護士になっ
て仕事の幅を広げたいと考えて、法科大学院に入学
しました。東京の大学出身なのですが、東北を選ん
だのは、少人数の方が、落ちこぼれたときに先生や
同級生が助けてくれると思ったからです。大学を卒
業したばかりの同級生よりも10歳も年長なので不安
もありましたが、すぐになじむことができました。

菅　原	 �私は、実は農学部出身で、学部を卒業した後は農学
部の大学院に進学しました。研究生活を続けていく
中で、一般に、大学みたいな、ある意味で閉じた環
境では、ハラスメントだったり、それによって人が辞
めていったりなどの問題が起こりやすく、そんなとき
に、自分が弁護士になれば、そういうことで悩んで
いる人の助けになれるんじゃないかと思うようになり、
一念発起、法科大学院に入って法曹を目指すことに
しました。東京の法科大学院にも合格したのですが、
東北の方が穏やかで温かいイメージがあったので、
東北大学法科大学院を選びました。

渡　部	 �私は、もともと会津出身で、福島大学に通っていた
のですけれども、震災後に子どもの虐待の件数が増
えたというニュースに接したり、もともといじめの問
題にも関心があったりして、地元で公務員になって
教育の制度づくりに関わりたいと思っていました。た
だ、あるとき、弁護士の先生から少年事件の弁護に
ついてお話をうかがう機会があり、毎日接見に行っ
て被疑者の少年を励まし続けた（結局、冤罪だった
みたいです）というようなお話を聞いて、こういう形
で子どもの人権を守る仕事もあるんだなと思い、迷
いましたけれども、法科大学院に進学しました。

池　田	 �僕の場合は、子どもの頃にキムタク主演のドラマ
『HERO』を観て、検察官ってかっこいいなと思った
のがきっかけです。もうちょっと真面目な話というか、
富山出身なのですが、中学校の授業で氷見事件（冤
罪事件）について調べる機会があって、中学生なり
に刑事事件の流れとかを調べて興味を持った、とい
うこともあります。東北大学法科大学院は、環境が
良い、たとえば、自習室が24時間使えて、しかも小
さなロッカーではなく固定席がもらえて、教科書とか
演習書を自分の席に置いておけるという話を聞いて、
選びました。実際、自習室はすごく便利でした。

東北大学法科大学院での学生生活
司　会	 �東北大学法科大学院に実際に入学してみて、いかが

でしたか。入学する前のイメージ通りでしたか。
古　橋	 �先生や同級生との距離は、実際にとても近かったで

す。先生とのオフィス・アワーはとても利用しやすく、
「じじい」扱いされつつも同級生とは親しくなること
ができて、楽しく過ごすことができました。あと、優
秀な先輩方ともすごく仲良くさせてもらえたのが良かっ
たです。先輩方に色々と教わりながら、勉強が進ん
でいったというのが、自分にとっては大きいです。

菅　原	 �縦のつながりが割と密
ですよね。コモンルーム
が交流の場だと思うん
ですけど、私はいつも、
そこにいる人をつかまえ
て質問していました。予
習ってどうやってすれば
いいんですかとか、司
法試験の問題分からな
いんですけどとか。あと、
勉強する人は学校にずっ
といるので、シンパシーを感じて仲良くなることもあ
ります。

渡　部	 �みんなでワーッと集まるというよりは、個人どうしの
関係がつながっていくというイメージです。人数が
多すぎるとそもそも最初のつながりができにくいんだ
と思いますが、東北は、みんなとりあえず顔と名前は
知っているので、その気になれば誰とでもしゃべれる、
誰とでも助け合えるみたいな空気があると思います。

池　田	 �勉強を夜9時までやって、コモンルームでちょっと休
憩して、そうしたら人が集まってきて、じゃあご飯食

古橋夏樹さん
2015年度法学既修者入学・

2016年度修了

菅原草子さん
2013年度法学未修者入学・

2015年度修了
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べに行くか（ていうか飲みに行くか）、みたいなことも
多かったですね。

司　会	 �周りの学生とは、どういう風に協力して勉強していま
したか。

渡　部	 �ここは東北大学法学部の出身者が多いですけど、全
然閉鎖的ではなくて、未修者の初歩的な質問に真面
目に答えて教えてくれました。

菅　原	 �私もそうでしたけど、未修者で入ったばかりの人は、
勉強をする習慣がまだ身に付いていないことが多い
ので、トンペーの人たち（東北大学出身者）には助け
られましたね。あ、あと、女子ゼミ（女子勉強会）なん
かもしましたね。

古　橋	 �真面目にやっていれば、出身大学の垣根はないです
ね。学生どうしの勉強会は、結構ひんぱんにパート
ナーを変えて、ある授業に関するゼミとか、ある演習
書についてのゼミとか、司法試験の過去問を解くゼ
ミとか、色々やっていました。インプットは自分でや
るものですけれども、アウトプットの方は、勉強会で
誰かに見てもらうのがいいですね。

司　会	 �法学未修者入学の人は、一から勉強するのが大変
だったのではないですか。

渡　部	 �司法試験とか考えると気が遠くなりますが、とりあえ
ず授業ですよね。先生方が予習でレジュメを出して
くださるので、それを手がかりにして基本書を読ん
で、自分でも判例の事案と判旨まとめて来たりして
…。それでもわからないところは先生に聞く、それで
復習してまた予習するといった感じで、L1はあっと
いう間にすぎていきました。その頃からオフィス・アワー
はよく使っていましたね。

菅　原	 �私は理系の学部出身で、まったく準備もなしに来て
しまったもので、初めのうちは、教科書の1行を読む
のにも時間がかかりました。これは日本語じゃない、
と。留学生になった気分でした。何回も繰り返し読
んで…。先生方の授業もたくさん重要なことを教わ

りましたけど、やっぱり先輩にかみ砕いて説明しても
らうのが一番でした。良い通訳を見つけるのが大事
ですね、池田さんとか。池田さんは、みんなの「先生」
でしたよね。

司　会	 �法学既修者入学の人は、学部での勉強とどのように
違いましたか。

池　田	 �法学部では、やっぱり教科書の初めの方に書いてあ
る、概念の抽象的な定義とか、そういうのが大事だ
と思っていましたが、ロースクールに入って感じたの
は、事案を解決するにあたって必要な部分はまた少
し違っていて、特に、最高裁がどのようなことを言っ
ているのかという判例の理解がすごく重要だという
ことを感じました。それから、授業の解説はどうして
も抽象的な事柄から始まるので、予習の段階で、自
分でしっかり文章化してこなければならないというこ
とも感じました。

古　橋	 �1個の判例を掘り下げて学ぶ、そしてそれが本当に
司法試験に結びつくんだなというのを実感しました。
予備校にべったりの勉強をしてきた・している人は、
多分そういう勉強をしていないと思うのです。判例
の規範の部分だけ覚えて、あとは場当たり的な当て
はめをする、それをいっぱい覚えるというのとは全然
違うんだなということがわかりました。予習が本当に
大変で、復習は週末だけという感じでしたけど、でも、
予習を本気でやれば、学部時代のように徹夜で復習
するということは必要なくなりましたね。

司　会	 �印象に残った授業はありますか。
渡　部	 �やっぱり、実務家の先生方の授業は印象的でした。

学生のときから実務の話を聞けるのはすごく貴重で、
特に、「刑事裁判演習」が楽しかったです。実際あっ
たのに近い捜査報告書だったり起訴状だったり供述
書だったりに目を通して、手続とか、証拠能力とかの
検討を行って事実認定の素養を身につけるというも
のです。あとは、研究者教員ですと、得津先生の商
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法の授業がとても親切で力がつきました。
池　田	 �僕も「刑事裁判演習」

が新鮮でした。たとえ
ば、求釈明とか、裁判官
の先生から、教科書に
はこれこれこう書いて
あって、どういうときに
するのかわからないけれ
ども、実際の訴訟事件
ではこういうときに求釈
明を行いますよというよ
うに具体的な文脈で教
えていただいて、とてもよく理解できました。

菅　原	 �司法試験の選択科目ですけれども、「知的財産法」
は蘆立先生にビシバシ鍛えていただきました。知財
法のカリキュラムはとても充実していて、準備は大
変ですけど、大変な分それだけやっておけば相当の
力がつくと思いました。特許庁からいらっしゃってい
る審査官の先生から、実務的な事柄もしっかり学べ
ますし。

古　橋	 �「エクスターンシップ」も楽しかったです。実際の事
件の資料をたくさん読ませてもらって、期日があると
きは裁判所にも行って。やっぱり実務家の人はかっ
こいいな、早く受かりたいなと思いました。

池　田	 �「基幹民法」で信濃先生から不動産登記をみっちり
教えていただいたのは貴重でした。普段の勉強でも
ちろん登記は出てくるけれども、イメージはつきにく
いので。信濃先生の授業は登記の読み方から教えて
もらえるので、「抹消登記」だとか「更正登記」だと
かが事案で出てきても、苦にならなくなりましたね。

渡　部	 �授業ではないですけれども、オフィス・アワー、特に
修了生オフィス・アワーは活用させてもらいました。
修了生の先生方は皆優秀な方たちですし、事案の読
み方から文章の書き方まで、実践的なことを気軽に
聞けるのがよかったです。

合格した今思うことと今後の目標
司　会	 �皆さんは晴れて司法試験に合格されたわけですが、

合格した今思うこと、そして、法科大学院を修了して
視野も広がったと思いますので、今後の目標につい
て教えてください。

古　橋	 �自分は、本当に東北大学法科大学院を選んだからこ
そ合格できたと思います。授業に集中して取り組ん

で、勉強会で切磋琢磨して。弁護士志望というのは
変わっていないですが、ここで勉強してみて、企業
法務とか、海外に行って仕事をするとかだけじゃなく、
むしろ一般民事にも興味が湧いてきました。色々な
選択肢があるので、ゆっくり考えたいです。

菅　原	 �私は、1回失敗してしまったのですが、合格するのに
重要なのは、どれだけ人に流されないで自分を追い
込めるか、ストイックにやれるかだと思います。この
ことは是非後輩に伝えたいです。法学部の外から来
た身としては、法律家は固いイメージがありましたが、
でも、法律家って本当は、普通の人の身近に寄り添っ
て親身になって問題を解決していかなければならな
いので、遠い存在であってはならないと思います。親
しみやすい弁護士になりたいというのは、今も変わっ
ていません。

渡　部	 �合格できたのは、わけ
のわからない質問にも
根気よく答えてくれる先
生方と、何時間でも付
き合ってくれる友達・先
輩・後輩に恵まれたから
だと思っています。私も、
子どもの権利に関わる
弁護士になりたいとい
う気持ちは変わってい
ません。児童相談所に
弁護士が配置されるようになりましたが、そういう弁
護士になりたいということと、ただ、東北大学法科
大学院で勉強をしてみて、検察官もいいんじゃない
かとすごく思うようになりました。どっちにするかは
また考えます。

池　田	 �実は東京の法科大学院への進学も考えていたので
すが、東北大学法科大学院への入学を選んで良かっ
たと思います。東北大学法科大学院に入学してみて、
周りの友達も含めた環境がすごく良かったですし、
特に、毎日質問してくれる後輩がいて、毎日がミニテ
ストみたいな感覚だったのが、自分の頭の整理にもなっ
て役に立ちました。入学する前は検察官志望でした
が、この法科大学院で受けた「企業法務演習」の授
業をきっかけに企業法務の弁護士志望に方針転換し、
東京の大手法律事務所の内定をいただきました。東
北大学法科大学院への進学は、自分の視野を広げ
るのに役立ったと思います。

渡部真莉奈さん
2014年度法学未修者入学・

2016年度修了

池田絹助さん
2015年度法学既修者入学・

2016年度修了
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司法試験合格者からのメッセージ

東北大学法科大学院で学ぶということ
東北大学法科大学院では、優秀で教育熱心な先生方が、司法試験にも対応しうる周到なカリキュラムを
組み、各分野についてしっかり教えてくださいます。そのため、私は、独自に立てた勉強計画よりも、授業を地
道に消化する方が合格への近道であると確信していました。一般に、「予習・復習に追われ、司法試験のた
めの自分の勉強ができない」と嘆く人がいますが、私の場合、「予習・復習」と「司法試験のための自分の勉強」
はイコールであり、葛藤は全くありませんでした。
特に印象的な授業を紹介します。1つ目は、井上先生の「基幹刑事訴訟法」（L2）です。主要判例の分析

を中心に、丁寧なレジュメで分かりやすく解説してくださいました。レジュメには多くの設問が付され、予習とソ
クラティック・メソッドの講義を通じ、判例が示した規範の理論的根拠や着目すべき事案の特徴などについて、
正しい方向で学ぶことができました。また、設問は、試験対策に偏った無味乾燥なものではなく、一義的な答
えのない問題について自分の頭で考えさせるようなものが多く、思考する楽しみを知ることができました。先生
は、くり返し「事案が大切である」と教えてくださいました。判例の規範を暗記しても、事案の把握が不十分で
は、論点を発見することも充実した当てはめをすることもできません。この意識を叩き込んでいただいたことは、
他法の学修にも大いに役に立ちました。
2つ目は、得津先生の「応用商法」（L3）です。応用基幹科目は、基本7法のうち3つまでを選択して先端

的な学修をするL3科目ですが、私はその1つとして商法を選びました。ある演習書を用い、担当者の回答案を叩き台にして丁寧な解説をしてくだ
さいました。この演習書は、事実が詳細である点で魅力的な一方、解説が玉石混交であり独学には適さないと感じていたのですが、これを得津
先生に解説していただいたのは大変貴重でした。商法は、企業で働いた経験がないからか、条文や判例が想定しているモデルのイメージが掴み
にくく、苦手意識がありました。しかし、先生が具体例や図解を交えて噛み砕きながら解説してくださったので、苦手意識がどんどん氷解し、司法
試験の商法でも非常に高い評価を受けるまでになりました。
長い学生生活では、自分の勉強法は正しいのかと悩みがちです。しかし、能力や適性は各人で違う以上、勉強法も千差万別で、他の人をま

ねるのが正解とは限らず、自分に合う勉強法は試行錯誤の末に見つかるものです。東北大学法科大学院は、先生方の対応が手厚く、設備も整っ
ており、最良の学修環境が確保されています。また、学生が互いに教え合うという雰囲気も醸成されています（私と勉強会を組んでくれた同級生
3人は皆、極めて優秀で、切磋琢磨することができただけでなく、互いに気の置けない友人となることができました）。志願者・入学者の皆さんも、
自分自身や先生・仲間を信じて、目標に向かって頑張ってください。

丸崎　潤也さん
2015年度法学既修者入学・
2016年度修了

最良の「学び」の環境－「19人目の合格者」より
私は、大学では理学部で宇宙物理学を専攻し、卒業後は、子ども達に自ら考える楽しさを伝えようと、中学
校教員として理科を教えていました。そんな中、法律について学ぶ機会があり、法律も考える力が要求される
学問であることを知りました。法律は、市民のために定められているはずです。なのになぜ、自分は今までこれ
を知らなかったのか、法律家だけが知っているのではおかしいのではないかと疑問に思いました。そのため、自
分の法律という学問への興味のため、また、教師として、法律という学問を子ども達に伝えるべきと考え、法
科大学院に進学しました。
実は、東北大学法科大学院は、私にとって初めての法科大学院ではありません。最初に入学した法科大
学院は、実務家教員が研究者教員の倍近くいる先進的な学校であり、実務を学ぶには良い環境でしたが、
法律独自の思考を身に付けるという入学当初の目的を達成するには、3年間は短すぎました。修了後、他の
国立大学や有名私立大学の法科大学院への入学も検討しましたが、すでに法科大学院を修了している人
は卒業させても自校の司法試験合格者数に数えることができないため、入学はおろか、いくつかの大学院か
らは受験まで拒否されてしまいました。そんな中、法学研究に重きを置く東北大学法科大学院だけは、学びた
いと望む人を拒むことはないとして、快く私の入学を認めてくださいました。
東北大学法科大学院には、学びたいと望めばいくらでも学ぶことのできる最良の環境がありました。ソクラ

ティック・メソッドの授業はもちろんのこと、授業後の質問（先生によっては2時間以上も付き合ってくださいました）以外に、オフィス・アワーの制度
も用意されています。自分は、刑法の成瀬先生に、入学当初から自分の文章を見ていただき、最初は「ダメだね」と苦笑いされていましたが、修
了時には「変わったよ」と穏やかに言っていただけるまでに、法的な文章の作法をみっちりと叩き込んでいただきました。先生によっては、授業を
超えて法律を学ぶ機会を与えてくださいました。とりわけ、民法の水野先生は、法律と社会との繋がりについて理学部の教授と議論をする研究
会に参加する機会をくださいました。また、授業として研究論文を作成する機会（「リサーチペーパー」）もあり、同じく民法の渡辺先生のご指導の
もと、1つの判例について研究し、法律家としての素養を深く学ぶことができたことは、自分にとって大きな財産となりました。
そして、こうした充実した環境のもと、知的好奇心にあふれる学生が集まっていました。皆が、司法試験合格を目標とするのではなく、あくまで
通過点として、その先のことを熱く議論していたことが印象に残っています。学問と社会に対し熱い思いを持った友人の存在は、今も自分の心
の支えとなっています。今後も、学ぶ意欲に満ちた方々が本法科大学院に入学されることを、心から願っております。

齋藤　慎也さん
2014年度法学既修者入学・
2016年度修了

東北大学法科大学院 20

在学 生の生活

東北大法科大学院パンフ_五[01-24].indd   20 2018/04/20   9:57



多様な進路選択のために

進路講演会等
在学生・修了生に将来の多様な進路の可能性について考えていただくた

めに、例年、さまざまな分野の実務法曹の方 （々法曹三者のみならず、企業・
自治体の法務関係者も含む）をお招きし、法曹の仕事の内容や魅力、求めら
れる資質などについてご講演いただき、具体的な採用情報についてもお話し
いただいています。2017年度は、以下の進路講演会（計12回）を開催しまし
た（それぞれの内容につき、詳しくは、本法科大学院ウェブサイトの研究会・講
演会のページをご覧ください）。
・「大規模法律事務所における弁護士業務－TMI総合法律事務所」
・「民間企業における国内・国際法務－矢崎総業株式会社」
・「多様な弁護士像・弁護士業務－本学修了生の活躍」
・「被災自治体における法務と法曹の役割－東松島市」
・「民間企業における知財法務－株式会社日立製作所知的財産本部」
・「�法的トラブル解決のための公的支援－法テラス（日本司法支援センター）・
日弁連ひまわり基金法律事務所」

・「裁判所における総合職職員の役割－仙台高等・家庭裁判所」
・「裁判官という進路－本学修了生の活躍」
・「検察官という進路－仙台地方検察庁」
・「宮城県庁業務説明会－法科大学院修了者に期待される役割」
・「信託銀行における法務人材の活躍－三井住友信託銀行株式会社」
・「クロスボーダー法務の実務－渥美坂井法律事務所・外国法共同事業」
以上のほか、随時、企業説明会などを実施しているほか、法律事務所、官
公庁、企業法務部などからの求人情報や各種説明会に関する情報を在学生・
修了生に提供しています。

司法試験合格者向け
就職支援説明会
毎年、司法試験合格発表の直後に、合格

祝賀会に先立って、合格者に対する就職支援
説明会を開催しています。実務家教員や修了
生の先輩法曹から、司法修習に関する説明の
ほか、司法修習生としての心構えや就職活動
（事務所訪問・面接など）についてのアドバイス
を聞くことができ、修了生が法曹としてのキャリ
アをスムーズに始動させるのに役立っています。

合格者と語る会
毎年、司法試験の合格発表後に、まさに司法試験に合格したばかりの修了生数名

を講師として、「合格者と語る会」を開催しています。在学生にとって、実際の司法試
験合格者から、司法試験に向けた学修方法や学修計画の立て方、自身の経験を踏ま
えた反省点やアドバイスなどを聞き、質問や相談を行う有意義な機会となっています。

本学修了生の弁護士であり、税理士と連携したワンストップサービ
スを展開する平間浩一先生と、子育てと両立しつつ活躍されてい
る高島梨香先生に、お話をうかがいました。

「多様な弁護士像・弁護士業務－本学修了生の活躍」
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「信託銀行における法務人材の活躍」
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【 後継者養成コース―大学院博士課程への進学 】
東北大学法科大学院は、法学研究も積極的に奨励しています。教員の指導の

もと研究論文を執筆する「リサーチペーパー」（展開・先端科目、第3年次生対象）
や、英米法・ドイツ法・フランス法といった外国法の文献講読の素養を身につける「外
国法文献研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」（基礎法・隣接科目、第2・3年次生対象）といった科目が開講
されています。また、特に、司法試験合格後、専門的知識を深め、実務経験を活か
した研究・教育活動に従事する場として、法学研究科研究大学院博士後期課程に
「後継者養成コース」が設置されています。
この後継者養成コースは、将来法科大学院における法学教育に携わる人材の
養成を目的とするものであり、研究者型と実務家型の2つから成ります。いずれも、
法科大学院修了者は、原則3年の課程を2年で修了することが可能です。他方、い
ずれも、長期履修制度（支払うべき学費の総額は同じですが、在学期間の上限が6
年に延長されます）の申請ができ、この場合は、例えば、弁護士としての多忙な業務のかたわら、じっくり時間をかけて研究を進めることも可能です。
また、本コースの入学者のうち優秀な者は、フェローとして採用され、法科大学院における実務教育支援業務に従事し、一定の給与が支給されます（詳
細は、http://www.law.tohoku.ac.jp/graduate/about/scholar/をご覧ください）。
「後継者養成コース（研究者型）」では、司法試験合格者を対象として、複数の法分野を横断する先端的法領域に関わる研究および実務的観
点を重視した実践的な研究を遂行するために、法分野をまたがる複数の教員が指導を行う体制により、従来型の法学教員の養成課程とは異なる
教育を行います。本コースの学生には、高度かつ先端的な法領域について、分野横断的な理論的観点と実務的観点の双方に目配りをした博士
論文を執筆することが期待されます。
「後継者養成コース（実務家型）」では、司法修習修了者を対象として、弁護士教員のもと、一定期間にわたり、実際の事件処理に携わりながら、
実務家として求められる知識、技術および姿勢について指導を受けることのできる授業科目を設け、従来型の法学教員の養成課程にはなかった、
新たなカリキュラムで教育を行います。本コースの学生には、日々の実践の中で抱いた問題関心を、指導教員による研究指導や、学外の実務家
や研究者も参加する研究会を経て明確にしながら、実務家としての経験・視点を活かした博士論文を執筆することが期待されます。

私は、2016年3月に東北大学法科大学院を修了し（同年9
月司法試験合格）、同年10月に後継者養成コース（研究者型）
に進学しました。実務に影響を与えることができるような憲法学
者を目指して勉強しております。
私は、大学時代に受講した憲法演習をきっかけに憲法学の

研究に興味を抱きました。同時に、実務家への魅力も感じてい
たため、研究者と実務家という迷いを抱きながら法科大学院に
進学しました。法科大学院では、基本7法の理論的基礎の体得
とともに多くの分野の幅広い知識の修得を目指して勉強をしました。
しかし、司法試験に向けた勉強はどうしても広く浅いものになりや
すく、もっと深く勉強してみたいと思うことが多 あ々りました。司法

試験受験後には多くの方の話をうかがった上で進路を決定しまし
た。
後継者養成コースに進学して日々研究に励んでいますが、法

科大学院で学んだ実体法と手続法に関する広い理解や実務
基礎科目などで学んだ実践的観点は、研究の土台となっている
ように感じます。また、法的問題について友人と議論した経験は、
自分の頭で考える下地になっています。外国語の勉強など苦戦
することばかりですが、新しいことを勉強するのは楽しいです。
法科大学院修了後には法曹以外にも途が広がっていること

を頭の片隅に入れて頂き、進路について考えていただければと
思います。

私は、実務に携わりながら、そこで得た問題意識・経験をもと
に学術的な研究を進めるというスタイルに魅力を感じ、後継者
養成コースに入学しました。
私は、現在弁護士として仕事をしていますが、日々取り扱うさ

まざまな事案について、法律上、理論的にはどのように規律さ
れるのが妥当なのか、と悩むことが少なくありません。そのよう
な時には、ある法律の条文、制度などが、そもそもどのような考
え方・価値判断を背景にしているのか、といった本質論を検討
する必要が生じます。
例えば、私が研究している問題は「自動車の所有権留保と

破産法上の否認の関係」ですが、これは、オートローンを利用
して購入した自動車を所有する者が破産手続開始の申立て
をするにあたって実務上実際に問題となるもので、否認制度
の趣旨および諸判例の理論的検討を必要とするテーマです。
後継者養成コースに入学して研究することは、決して日々の

業務の負担とならず、むしろ、日々の業務において生じる理論
的問題の研究を行う貴重な機会・場となり、本業をより充実さ
せることができていると思います。法科大学院で学んだことは
非常に多いのですが、これに加えて、実務に携わりながら研究
を進めるというのは、大きな意義があると感じています。

所 属 者 の 声

松原　俊介さん
東北大学大学院 法学研究科
後継者養成コース
（研究者型）在籍

煙山　正大さん
東北大学大学院 法学研究科
後継者養成コース
（実務家型）在籍
ひろむ法律事務所 弁護士
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司法試験とその後

修了年度別合格状況
修了年度 修了者 合格者

既修 未修 既修 未修
平成17年度 45 - 29 -
平成18年度 49 30 36 22 
平成19年度 52 41 37 19 
平成20年度 67 41 40 18 
平成21年度 53 33 35 21 
平成22年度 54 44 31 19 
平成23年度 51 38 25 18 
平成24年度 47 24 31 5 
平成25年度 34 16 27 5 
平成26年度 22 15 14 5 
平成27年度 22 10 14 2 
平成28年度 20 6 8 2 

合　計 516 298 327 136 

各年の司法試験結果と合格者の進路
合格年 受験者数 最終

合格者数
進　　　路

裁判官 検察官 弁護士 公務員など 修習生 その他
平成18年 42 20 2 18 
平成19年 96 47 3 2 41 1 
平成20年 127 59 2 2 49 6 
平成21年 154 30 1 26 1 2 
平成22年 159 58 5 53 
平成23年 170 54 1 3 47 1 2 
平成24年 173 38 3 2 32 1 
平成25年 173 39 2 37 
平成26年 159 42 1 2 38 1 
平成27年 136 35 2 27 3 3 
平成28年 96 23 1 1 18 3 
平成29年 69 18 18 

合　計 1554 463 18 17 386 6 18 18 

❖法曹継続教育プログラム
東北大学法学研究科では、法曹の仕事に従事してからも、最新の法的課題に対応し、法曹として活躍するために必要な法的知識やス

キルを継続して修得することができるよう、法曹継続教育プログラムを提供しています。
まず、若手弁護士などから要望の多い法分野については、実務家と連携しながら、最新の知識や実務的課題などを扱う公開講座を開催

しています。2015年度から2017年度にかけては、公開講座「《知的財産法修得プログラム》標識に関わる法制度と紛争予防のポイント」
を開講し、「新しいロゴマークを使用する際には、どのような点に注意する必要があるか」「自社の商品名について、商標権者から、使用料
の支払いをするよう警告書が届いたが、支払わなければならないか」といった、標識にかかわる法律相談や紛争予防に対応するために知っ
ておくべき知識や注意すべきポイントなどについて、商標法、不正競争防止法、著作権法の基礎的知識の確認と、具体的事例を通じて、
理解を深めました。2017年度にはさらに、公開講座「《社会保障法修得プログラム》公的年金制度の概要と実務上の法的問題」を開講
し、公的年金の基本的仕組みを確認しつつ、近年増加しつつある法的紛争に関する判例の動向などについて、具体的な事例を踏まえな
がら検討しました。また、2017年度からは、東北弁護士会連合会、仙台弁護士会と共催することにより、東北各地の弁護士が、弁護士会
のテレビ会議システムを利用して受講することを可能としました。今後、さらに対象分野を拡大させ、充実させていきます。
さらに、法学研究科研究大学院博士後期課程後継者養成コース（→22ページ）の学生向けに開講されている一部の授業科目を、大学
院に所属していない弁護士の方などが履修できる科目等履修生制度も設けています。

修了後のサポート
東北大学法科大学院では、修了後のサポートとして、司法試験合格者向け就職支援説明会（→21ページ）のほか、以下の制度を設けています。

累積合格率
（全年度通算）

既修者	 63.4%
未修者	 45.6%
計	 56.9%
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東北大学法科大学院同窓会
東北大学法科大学院同窓会（東北大学法学部同窓会法科大学院部会）は、本法

科大学院を修了した後も修了生の間で活発な交流ができるよう、さまざまな活動を行って
います。例年、主として総会、記念講演会および懇親会・交流会を実施しています。

総会においては、役員選任、同窓会の在り方などについての協議のほか、法科大学
院部会の諸活動について報告がなされております。

記念講演会においては、例年、本学に馴染みの深い方をお招きし、ご講演をいただい
ております。2014年度は畑一郎先生（仙台地裁部総括判事）に「法科大学院卒業生へ
の期待」という演題で、2015年度は河上正二先生（東京大学教授）に「民法と消費者
契約法・約款法」という演題で、2016年度は小粥太郎先生（一橋大学教授）に「不法行
為法による人格権保護の理由について」という演題で、また、昨年度は、佐藤隆之先生（慶
應義塾大学教授）に「平成28年度刑事訴訟法改正による協議・合意制度の導入につい
て」という演題で、ご講演をしていただきました。いずれも本学で教鞭をとられた先生方で
あり、大変貴重なお話をうかがうことができま
した。

また、昨年度は、ご講演後に成瀬幸典先
生の司会進行により、佐藤隆之先生、開校当初から本学で教鞭を執られた田
子忠雄先生（現High Field法律事務所弁護士）、本学の第1期の卒業生で
ある伊藤佑紀先生（現仙台あさひ法律事務所弁護士）によるスペシャル座談
会が行われました。開校当時の思い出話や、学生の気質の変化などについて、
実際のエピソードを交えながら、大変興味深いお話をうかがうことができました。

懇親会・交流会においては、多様な分野で活躍する同窓生や本学の教員
のみならず、在学生・学部生にも出席していただき、懇親・交流を深めております。昨年も100名に迫る多くの方にご出席いた
だき、盛大な会となりました。

本部会においては、各期1名の幹事を選出し、月1回程度幹事会を実施しております。幹事会においては、総会、記念講
演会および懇親会・交流会の企画・準備などのほか、修了生オフィス・アワーへの協力や法曹継続教育プログラムの実施など
についても、随時協議・検討しております。

法科大学院開校から10年以上を経過し、本学出身の法曹も増加している今
日、同窓生の連携・懇親を深め、本学から多くの法曹を輩出するための支援を行
うという当部会の役割も、より一層重要なものになっているものと認識しております。

それを踏まえ、例年8月下旬から9月上旬の金曜日夕刻に実施していた総会な
どの実施日時を、昨年度は、より多くの同窓生に出席していただくため、10月下
旬の土曜日の午後に実施いたしました。

当部会としましては、今後とも、同窓生の連携を深め、また、本学から多くの法
曹を輩出できるよう、諸活動に取り組んで参りたいと考えております。

❖法務学修生制度
修了後、司法試験受験に備え、あるいは再挑戦する方に向けて、修了後も在学時と同様の環境のもとで集中して学修することを可能と

するために、施設や制度を継続して利用できる法務学修生制度が用意されています。
法務学修生は、在学生と同様に、自習室に1人1つの固定席が用意され、ロッカー、法政実務図書室、情報処理コーナー室、ゼミ室、
無線LAN などを利用することができます。また、在学生の申込みがない時間帯に限られますが、オフィス・アワー制度（→12ページ）を利用
することもできます。

相澤　央敏さん
相澤・薄井法律事務所 弁護士
2009年度修了
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一般選抜（前期） －法学既修者・法学未修者対象
出願受付期間 平成30年7月11日（水）～7月18日（水）
第1次選考合格者発表 平成30年8月3日（金）

第2次選考試験
法学既修者（法学専門科目筆記試験） 平成30年8月18日（土） 仙台会場：東北大学法科大学院

東京会場：コンベンションルームAP秋葉原
※法学既修者・法学未修者共通法学未修者（小論文試験） 平成30年8月19日（日）

最終合格者発表 平成30年9月19日（水）
入学手続期間 平成30年10月24日（水）、10月25日（木）

□	 募集対象・人員：法学既修者15名程度・法学未修者7名程度
□	 第1次選考の内容：提出書類を評価して合格者を決定します。
□	 第2次選考の内容：第1次選考の選考資料と、法学専門科目筆記試験の成績を総合的に評価して合格者を決定します。
	 ・法学専門科目筆記試験：試験科目は、民事法（民法・商法・民事訴訟法）、公法（憲法）、刑事法（刑法・刑事訴訟法）です。

社会人・他学部卒業者特別選抜（未修） －法学未修者対象
出願受付期間 平成30年7月11日（水）～7月18日（水）
第1次選考合格者発表 平成30年8月3日（金）

第2次選考試験（面接試験） 平成30年8月18日（土） 仙台会場：東北大学法科大学院
東京会場：コンベンションルームAP秋葉原

最終合格者発表 平成30年9月19日（水）
入学手続期間 平成30年10月24日（水）、10月25日（木）

□ 募集対象・人員：社会人又は他学部出身者に該当する法学未修者5名程度
・ 社会人：入学時点において大学卒業後1年以上の社会経験（ボランティア活動などを含む。）を有する者をいいます。
・ 他学部出身者：法学部（法学部以外の学部が設置する学科・コースなどで、「学士（法学）」の学位を取得できるものを含む。）以外の学部を卒業した者（平成31年3月までに卒業見込みの者を含む。）をいいます。

□ 第1次選考の内容：提出書類を評価して合格者を決定します。
□ 第2次選考の内容：第1次選考の選考資料と、面接試験の成績を総合的に評価して合格者を決定します。

詳細は、「平成31（2019）年度東北大学法科大学院学生募集要項」をご覧ください。
なお、追加募集を行う場合は、東北大学法科大学院ウェブサイトにおいて告知します。

概　要
東北大学法科大学院では、多様な学生を受け入れるため、一般選抜（前期）、社会人・他学部卒業者特別選抜（未修）、一般選抜（後期）、学
部3年次生特別選抜（既修）の4種の入学試験を実施し、法学既修者計30名程度、法学未修者計20名程度を募集しています。それぞれの募
集対象・募集人員は、以下の通りです。

【飛び入学による出願】
学部3年次生特別選抜（既修）だけでなく、一般選抜（前期）、一般選抜（後期）の各試験についても、飛び入学による出願ができます。出願時に、

大学に2年を超え3年を超えない期間在学している者であって、本研究科における個別の入学資格審査により、優秀な成績を収めていると認めたも
のであることが必要です。ただし、学部3年次生特別選抜（既修）においては、学部教育との連携による法学教育の観点から、一般選抜とは異なる
基準で入学資格審査を行います。

募集対象 募集人員

一般選抜（前期）
法学既修者（2年の課程） 15名程度
法学未修者（3年の課程） 7名程度

社会人・他学部卒業者特別選抜（未修） 法学未修者（3年の課程） 5名程度

一般選抜（後期）
法学既修者（2年の課程） 10名程度
法学未修者（3年の課程） 8名程度

学部3年次生特別選抜（既修） 法学既修者（2年の課程） 5名程度

平成31（2019）年度入学試験の概要

一般選抜（後期） －法学既修者・法学未修者対象
出願受付期間 平成30年9月21日（金）～9月27日（木）
第1次選考合格者発表 平成30年10月19日（金）

第2次選考試験
法学既修者（法学専門科目筆記試験） 平成30年11月10日（土） 仙台会場：東北大学法科大学院

東京会場：コンベンションルームAP秋葉原
※法学既修者・法学未修者共通法学未修者（小論文試験） 平成30年11月11日（日）

最終合格者発表 平成30年12月11日（火）
入学手続期間 平成31年1月7日（月）、1月8日（火）

（追加合格候補者への連絡） 平成31年1月9日（水）
（追加合格者発表） 平成31年1月11日（金）
（追加合格者入学手続期間） 平成31年1月21日（月）、1月22日（火）
□ 募集対象・人員：法学既修者10名程度・法学未修者8名程度
□ 第1次選考の内容：提出書類を評価して合格者を決定します。
□ 第2次選考の内容：第1次選考の選考資料と、法学専門科目筆記試験（法学既修者）又は小論文試験（法学未修者）の成績を総合的に評価して合格者を決定します。
　 ・法学専門科目筆記試験：試験科目は、民事法（民法・商法・民事訴訟法）、公法（憲法）、刑事法（刑法・刑事訴訟法）です。
　 ・小論文試験：文章読解力・文章表現力・論理的思考力などを試すものであり、法学の専門的知識の修得の有無を問うものではありません。
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学部3年次生特別選抜（既修） －法学既修者対象
出願受付期間 平成30年9月21日（金）～9月27日（木）
第1次選考合格者発表 平成30年10月19日（金）

第2次選考試験（法学専門科目筆記試験） 平成30年11月10日（土） 仙台会場：東北大学法科大学院
東京会場：コンベンションルームAP秋葉原

最終合格者発表 平成30年12月11日（火）
入学手続期間 平成31年1月7日（月）、1月8日（火）

□ 募集対象・人員：以下の条件に該当する法学既修者5名程度
　 ・�出願時に、大学に2年を超え3年を超えない期間在学している者であって、本研究科における個別の入学資格審査により、優秀な成績を収めていると認めたもの
□ 第1次選考の内容：提出書類を評価して合格者を決定します。
□ 第2次選考の内容：第1次選考の選考資料と、法学専門科目筆記試験の成績を総合的に評価して合格者を決定します。
　 ・法学専門科目筆記試験：試験科目は、民事法（民法・商法・民事訴訟法）、公法（憲法）、刑事法（刑法・刑事訴訟法）です。

併願について
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ○：併願可／×：併願不可

①：一般選抜（前期・法学既修者）
②：一般選抜（前期・法学未修者）
③：社会人・他学部卒業者特別選抜（未修）
④：一般選抜（後期・法学既修者）
⑤：一般選抜（後期・法学未修者）
⑥：学部3年次生特別選抜（既修）

① － ◯ × ○ ○ ○

② ◯ － × ◯ ◯ ◯

③ × × － ○ ○ ×

④ ○ ◯ ○ － ○ ×

⑤ ○ ◯ ○ ○ － ○

⑥ ○ ◯ × × ○ －

※詳細は、学生募集要項を確認してください。

平成30年度合格者データ
合格者数　54名（法学既修者36名（うち学部3年次生特別選抜3名）、法学未修者18名）　男女比　男性46名、女性8名
年齢構成　20歳代50名、30歳代2名、50歳代2名
出身大学　�東北大24名、東京大3名、中央大3名、岩手大2名、一橋大2名、新潟大2名、大阪大2名、近畿大2名、滋賀大1名、京都大1名、神戸大1名、香川

大1名、首都大学東京1名、東北学院大1名、関東学院大1名、青山学院大1名、成城大1名、東洋大1名、明治大1名、早稲田大1名、愛知大1名、
立命館大1名

区　分
平成30年度 平成29年度 平成28年度 平成27年度

志願者数 合格者数 志願者数 合格者数 志願者数 合格者数 志願者数 合格者数
法学既修者 96 36 81 44 61 39 55 34
法学未修者 38 18 31 19 40 25 36 22
合　計 134 54 112 63 101 64 91 56

過去4年の入学試験結果

募集要項等入手方法
①�インターネット（パソコン・スマートフォン・携帯電話）または自動音声応答電話をご利用ください。

②�資料請求番号を入力またはプッシュしてください。
資料の種類 資料請求番号

学生募集要項 600950
パンフレット 600940
学生募集要項・パンフレット 750050

③�あとはガイダンスに従って登録してください。

インターネットの場合 自動音声応答電話の場合

http://telemail.jp
IP電話

TEL 050-8601-0101※

（24時間受付）
※IP電話 ：�一般電話回線からの通話料金は日本全国どこからでも3分毎に約12円です。

バーコード
※�スマートフォン・携帯電話でバーコードからアクセスした場合は資料請求番号の入力は
不要です。

※�資料は発送日の翌日・翌 日々に届きます。夕方までの受付は当日発送となりますが、夕方以降は翌日発送となります。なお、お届け先が北海
道の一部・沖縄・離島などの場合は3日以上かかります。随時発送の資料が1週間以上（予約受付の資料は発送開始日から1週間以上）経っ
ても届かない場合はテレメールカスタマーセンターまでお問い合わせください。なお、発送開始日以前の請求分は発送開始日に一斉に発送
されます。
※�料金は、お届けした資料へ同封されている料金支払用紙の支払方法によりお支払いください。（支払いに際して手数料が別途必要になります。）

請求方法についてのお問い合わせ先

テレメールカスタマーセンター　TEL 050-8601-0102（9：30〜18：00）

入学検定料等
□�	入学検定料：30,000円
	 �（ただし、同一年度内に行われる東北大学法科大学院入学試験において、一度、検定料を納付した方は、2回目以降の受験の際に入学検定料の
納付を不要とする制度を設けています。詳しくはウェブサイトをご覧ください。）

□	入学料：282,000円（予定額）　□ 授業料半期分：402,000円（年額 804,000円）（予定額）
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TOHOKU UNIVERSITY LAW SCHOOL

■入試日程

一般選抜（前期） 社会人・他学部卒業者
特別選抜（未修） 一般選抜（後期） 学部3年次生

特別選抜（既修）

法学既修者 法学未修者 法学未修者 法学既修者 法学未修者 法学既修者

出願受付期間
7/11㊌

-7/18㊌

7/11㊌

-7/18㊌

9/21㊎

-9/27㊍

9/21㊎

-9/27㊍

第2次選考
試験日程 8/18㊏ 8/19㊐ 8/18㊏ 11/10㊏ 11/11㊐ 11/11㊐

※詳細は、「平成31（2019）年度東北大学法科大学院学生募集要項」をご覧ください。
※追加募集を行う場合は、東北大学法科大学院ウェブサイト（http://www.law.tohoku.ac.jp/lawschool/）において告知します。

■オープンキャンパス

お申込不要
参加費無料2018/6/24㊐

13：00〜17：00（受付開始12：30）

平成31（2019）年度 東北大学法科大学院入試関係日程

この印刷物は、環境にやさしい「水なし印刷」
「植物油インキ」を使用しています。

■アクセス・マップ ■片平キャンパス拡大図

□JR仙台駅より徒歩15分
□仙台市営地下鉄東西線青葉通一番町駅より徒歩7分
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法科大学院

　入試・カリキュラムの説明、進路・後継者養成コースの説明、模擬講義、
施設見学のほか、教員・在学生・修了生による個別相談も行う予定です（詳
しくは、ウェブサイトをご覧ください）。
　東北大学法科大学院への入学を希望される方はもとより、法曹の仕事に
関心のある方の参加も歓迎します。たくさんの方のご参加をお待ちしております。
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